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1. 平成26年9月期第1四半期の業績（平成25年10月1日～平成25年12月31日） 

 

(2) 財政状態 

  

(1) 経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

26年9月期第1四半期 1,253 9.8 62 254.4 61 227.3 53 465.7
25年9月期第1四半期 1,140 △12.4 17 △67.0 18 △64.8 9 △78.5

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

26年9月期第1四半期 369.50 ―

25年9月期第1四半期 65.31 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

26年9月期第1四半期 2,052 1,241 60.5 8,603.09
25年9月期 1,709 1,224 71.6 8,483.60

（参考）自己資本 26年9月期第1四半期 1,241百万円 25年9月期 1,224百万円

2. 配当の状況 

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無 

 平成26年９月期の配当予想額につきましては、業績予想の開示を行っていないことから、現時点において未定とさせていただきます。配当につきましては
業績予想の見通しを開示した際にお知らせいたします。 

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

25年9月期 ― 0.00 ― 250.00 250.00
26年9月期 ―

26年9月期（予想） ― ― ― ―

3. 平成26年 9月期の業績予想（平成25年10月 1日～平成26年 9月30日） 
 業績予想につきましては、天候等の外部変動要因の予測が困難なため現時点での予想の開示は行っておりません。なお、情報開示につきましては既存
店等の情報を月次で開示するとともに、第２四半期累計期間につきましては同第２四半期中、及び同通期につきましては同第４四半期中を目処に、分かり
次第、速やかに適時開示をしてまいります。 



(1) 四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無 

(2) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

(3) 発行済株式数（普通株式） 

※ 注記事項

①会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

②①以外の会計方針の変更 ： 無

③会計上の見積りの変更 ： 無

④修正再表示 ： 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 26年9月期1Q 144,366 株 25年9月期 144,366 株

② 期末自己株式数 26年9月期1Q ― 株 25年9月期 ― 株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 26年9月期1Q 144,366 株 25年9月期1Q 144,366 株

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
 この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信の開示時点において、金融商品取引法に
基づく四半期財務諸表のレビュー手続は終了していません。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
 本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、発表日現在において入手可能な情報及び将来の業績に影響を与える不確実な要因に係
る本資料発表日現在における仮定を前提としています。実際の業績は、今後様々な要因によって大きく異なる結果となる可能性があります。業績見通し等
の前提となる仮定及び業績見通し等のご利用にあたっての注意事項等につきましては、添付資料３ページ「（３）業績予想などの将来予測情報に関する説
明」を参照してください。 
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（１）経営成績に関する説明 

 当第１四半期累計期間の売上高は 千円（前年同四半期比 ％増）、営業利益は 千円（前年同四

半期比 ％増）、経常利益は 千円（前年同四半期比 ％増）、四半期純利益は 千円（前年同四

半期比 ％増）となりました。 

  

 セグメント別の業績は次のとおりであります。 

  

（小売事業） 

 小売事業である直営店舗においては、前事業年度より検証している「素材屋から惣菜屋へ」をテーマとしたカテ

ゴリーを明確にした売り場づくりを全店へと推進し、高い鮮度感が求められるカテゴリーであるパック惣菜、米

飯、和菓子、菓子系の強化を図りました。商品開発につきましても、高い鮮度感が求められるカテゴリーのアイテ

ム強化を図り、「助六寿司」、「絹ごし薄皮まんじゅう」、「ふぞろいの干し芋」、「絹ごし豆腐入りジャンボ肉

焼売」等の新商品を企画・開発・販売し、売上に貢献しました。これらによって、パック惣菜、米飯、和菓子、菓

子系の前年同四半期比は、販売構成比については8.4ポイントの上昇、売上高については42.4％増加し、開店から

14時までの顧客来店頻度向上と、17時以降の顧客単価上昇に繋がりました。結果、１店舗平均の顧客数及び売上高

は、それぞれ前年同四半期比111.2％及び116.5％となりました。 

 以上の結果、小売事業の売上高は 千円（前年同四半期比 ％増）、セグメント利益（営業利益）は

千円（前年同四半期比 ％増）となりました。 

  

（その他事業） 

 その他事業は、小売加盟店及び業務用得意先への卸売事業並びに通販事業であります。 

 その他事業の売上高は 千円（前年同四半期比 ％減）、セグメント利益（営業利益）は 千円（前

年同四半期比 ％減）となりました。 

  

 なお、当第１四半期累計期間の出店状況は、次のとおりであります。 

（単位：店）

  

（２）財政状態に関する説明 

（資産）  

 当第１四半期会計期間末における資産の残高は、前事業年度末と比較して 千円増加し 千円とな

りました。主な要因は、現金及び預金の増加 千円、売掛金の増加 千円及び敷金及び保証金の増加

千円等によるものであります。 

（負債）  

 当第１四半期会計期間末における負債の残高は、前事業年度末と比較して 千円増加し 千円となり

ました。主な要因は、買掛金の増加 千円、未払金の増加 千円及び未払法人税等の減少 千円等

によるものであります。 

（純資産）  

 当第１四半期会計期間末における純資産の残高は、前事業年度末と比較して 千円増加し 千円と

なりました。これは利益剰余金の増加 千円によるものであります。     

   

１．当四半期決算に関する定性的情報

1,253,066 9.8 62,529

254.4 61,888 227.3 53,342

465.7

1,107,811 12.5

90,882 77.8

145,255 6.9 17,467

13.3

  
前事業年度末 

店舗数 
増加 減少 

当第１四半期末

店舗数 

小売事業  「三代目茂蔵」（直営店） 63 － － 63 

その他事業  「三代目茂蔵」（加盟店） 99 4 3 100 

合計 162 4 3 163 

342,232 2,052,230

306,059 25,862

16,500

324,980 810,236

293,692 53,979 19,630

17,251 1,241,994

17,251
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（３）業績予想などの将来予測情報に関する説明 

 業績予想につきましては、天候等の外部変動要因の予測が困難なため現時点での予想の開示は行っておりませ

ん。なお、情報開示につきましては既存店等の情報を月次で開示するとともに、第２四半期累計期間につきまして

は同第２四半期中、及び同通期につきましては同第４四半期中を目処に、分かり次第、速やかに適時開示をしてま

いります。    

   

（１）四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 

 該当事項はありません。  

   

（２）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

 該当事項はありません。  

   

２．サマリー情報（注記事項）に関する事項
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３．四半期財務諸表 
（１）四半期貸借対照表 

（単位：千円）

前事業年度 
(平成25年９月30日) 

当第１四半期会計期間 
(平成25年12月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 322,676 628,736

売掛金 119,470 145,332

商品 32,836 48,936

貯蔵品 1,299 1,941

その他 72,719 65,605

貸倒引当金 △340 △160

流動資産合計 548,662 890,392

固定資産   

有形固定資産   

建物（純額） 164,534 159,436

構築物（純額） 15,415 14,861

機械及び装置（純額） 543 514

工具、器具及び備品（純額） 23,732 21,462

土地 633,548 633,548

その他（純額） 990 891

有形固定資産合計 838,764 830,715

無形固定資産 3,058 2,773

投資その他の資産   

敷金及び保証金 194,618 211,118

その他 125,256 117,551

貸倒引当金 △361 △321

投資その他の資産合計 319,513 328,348

固定資産合計 1,161,335 1,161,837

資産合計 1,709,998 2,052,230

負債の部   

流動負債   

買掛金 290,346 584,039

リース債務 19,085 9,542

未払金 58,779 112,758

未払費用 46,441 50,064

未払法人税等 29,718 10,087

債務保証損失引当金 26,550 25,550

その他 6,869 10,728

流動負債合計 477,790 802,771

固定負債   

その他 7,465 7,465

固定負債合計 7,465 7,465

負債合計 485,255 810,236

純資産の部   

株主資本   

資本金 1,000,000 1,000,000

資本剰余金 120,340 120,340

利益剰余金 104,402 121,653

株主資本合計 1,224,742 1,241,994

純資産合計 1,224,742 1,241,994

負債純資産合計 1,709,998 2,052,230
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（２）四半期損益計算書 
（第１四半期累計期間） 

（単位：千円）

前第１四半期累計期間 
(自 平成24年10月１日 
 至 平成24年12月31日) 

当第１四半期累計期間 
(自 平成25年10月１日 
 至 平成25年12月31日) 

売上高 1,140,921 1,253,066

売上原価 716,154 796,420

売上総利益 424,767 456,645

販売費及び一般管理費 407,125 394,115

営業利益 17,641 62,529

営業外収益   

受取利息 895 272

受取保険金 1,308 －

その他 468 449

営業外収益合計 2,671 722

営業外費用   

租税公課 1,164 1,148

その他 239 215

営業外費用合計 1,404 1,363

経常利益 18,909 61,888

特別利益   

固定資産売却益 － 52

債務保証損失引当金戻入額 1,000 1,000

特別利益合計 1,000 1,052

特別損失   

固定資産除却損 3,078 －

店舗閉鎖損失 1,380 125

特別損失合計 4,459 125

税引前四半期純利益 15,449 62,815

法人税、住民税及び事業税 6,020 9,473

法人税等合計 6,020 9,473

四半期純利益 9,428 53,342
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該当事項はありません。   

   

該当事項はありません。    

   

Ⅰ 前第１四半期累計期間（自 平成24年10月１日 至 平成24年12月31日） 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報  

（単位：千円）

（注）１．セグメント損益の調整額 千円は各報告セグメントには配賦していない全社費用 千円で

あります。全社費用は報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。 

２．セグメント利益は四半期損益計算書の営業利益と調整を行っております。 

  

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報  

 該当事項はありません。 

  

Ⅱ 当第１四半期累計期間（自 平成25年10月１日 至 平成25年12月31日） 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報  

（単位：千円）

（注）１．セグメント損益の調整額 千円は各報告セグメントには配賦していない全社費用 千円で

あります。全社費用は報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。 

２．セグメント利益は四半期損益計算書の営業利益と調整を行っております。 

  

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報  

 該当事項はありません。  

   

（３）四半期財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

（セグメント情報等）

  

報告セグメント
調整額 
（注１） 

四半期
損益計算書 
計上額 
（注２） 

小売事業 その他事業 計

売上高           

外部顧客への売上高  984,921  156,000  1,140,921  -  1,140,921

セグメント間の内部売上高 

又は振替高 
 -  -  -  -  -

計  984,921  156,000  1,140,921  -  1,140,921

セグメント利益  51,106  20,144  71,250  △53,608  17,641

△53,608 53,608

  

報告セグメント
調整額 
（注１） 

四半期
損益計算書 
計上額 
（注２） 

小売事業 その他事業 計

売上高           

外部顧客への売上高  1,107,811  145,255  1,253,066  -  1,253,066

セグメント間の内部売上高 

又は振替高 
 -  -  -  -  -

計  1,107,811  145,255  1,253,066  -  1,253,066

セグメント利益  90,882  17,467  108,350  △45,820  62,529

△45,820 45,820
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